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(57)【要約】
【課題】半永久的に使用することができ、楽に呼吸およ
び会話をすることができ、着用感、密着性および防塵効
果を向上し、すべての有害な空気をろ過して呼吸するこ
とができる防塵マスクを提供する。
【解決手段】本発明の防護マスクは、マスク本体の内縁
に配置される密着片と、マスク本体の内側中央部に設け
られる排気空間を形成する固定フレームと、排気空間の
両側前面に形成される複数の排気口と、固定フレームに
嵌め込まれて固定され、複数の放出口を有する排気パネ
ルと、放出口の前面に配置され、息を吐く時にのみ開放
される複数の遮断膜と、マスク本体の両側に、マスク本
体と一体として形成されるフィルターカバーと、フィル
ターカバーに結合される、着脱可能なフィルターケース
と、フィルターケース内に順次に組み込まれる、防塵不
織布、カーボンフィルター、抗菌銀ナノフィルターおよ
び防塵不織布とを備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
マスク本体（１０）と、マスク本体（１０）の両端に連結される着用バンド（２０）とを
備える、口と鼻とを覆う半球型の曲面で形成される防塵マスクであって、
前記マスク本体（１０）の内縁に配置される密着片（１１）と、
前記マスク本体（１０）の内側中央部に設けられる排気空間（１２）を形成する固定フレ
ーム（１３）と、
前記排気空間（１２）の両側前面に形成される複数の排気口（１４）と、
前記固定フレーム（１３）に嵌め込まれて固定され、複数の放出口（３１）を有する排気
パネル（３０）と、
前記放出口（３１）の前面に配置され、息を吐く時にのみ開放される複数の遮断膜（４０
）と、
前記マスク本体（１０）の両側に、前記マスク本体と一体として形成されるフィルターカ
バー（５０）と、
前記フィルターカバー（５０）に結合される、着脱可能なフィルターケース（６０）と、
前記フィルターケース（６０）内に順次に組み込まれる、防塵不織布（７０）、カーボン
フィルター（８０）、抗菌銀ナノフィルター（９０）および防塵不織布（１００）と
を備える防塵マスク。
【請求項２】
前記着用バンド（２０）の両端にそれぞれ取り付けられる複数の連結片（２１）と、
前記防塵マスク（１０）の両端と前記連結片（２１）とに備えられ、お互いを着脱できる
ように連結するスナップボタン（２００）と、
前記着用バンド（２０）の中央部に備えられ、お互いを固定せずに連結する連結環（２２
）および連結部（２３）と、
前記連結部（２３）に備えられ、前記着用バンド（２０）と前記連結部（２３）とを着脱
できるように接着する長さ調節用マジックテープ（２４）と
を備えてなる請求項１記載の防塵マスク。
【請求項３】
前記排気パネル（３０）の中央に長手方向に形成される折りたたみ線（３２）と、
前記排気パネル（３０）の前面の周縁に形成される密着突出（３３）と
を備えてなる請求項１記載の防塵マスク。
【請求項４】
前記放出口（３１）の前面に形成され、前記遮断膜（４０）が組み込まれる、複数の切欠
き部を有する円状突出（３１ａ）と、
前記放出口（３１）と前記遮断膜（４０）の中央部にそれぞれ形成され、お互いを接合す
る挿入口（３１ｂ）および固定ピン（４１）と、
前記放出口（３１）に形成される複数の通気口（３１ｄ）と、
前記複数の通気口を区画する複数の支持弁（３１ｃ）と、
前記通気口（３１ｄ）と前記円状突出（３１ａ）との間に形成され、前記遮断膜（４０）
の縁が接触する接触部（３１ｅ）と
を備えてなる請求項１記載の防塵マスク。
【請求項５】
前記フィルターカバー（５０）上に適正間隔で配置される複数の組み立て溝（５１）と、
前記フィルターケース（６０）に形成され、前記組み立て溝（５１）によって組み立てら
れる複数の組み立て突起（６１）と、
前記フィルターケース（６０）の一方側に形成される把持部（６２）と
を備えてなる請求項１記載の防塵マスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は防塵マスクに関する。さらに詳しくは、半永久的に使用することができ、容易
かつ円滑に呼吸および会話をすることができ、外気に含まれた有害物質の鼻孔への流入を
遮断するとともに、呼吸時にマスクとめがねに湿気がこもることを防止し、着け心地、密
着性および防塵効果を向上し、外気中のすべての有害物質をろ過して呼吸をすることがで
きる防塵マスクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、製紙工場、紡織工場、石切り場などの作業環境では多くの粉塵が発生し、また
、化学工場、溶接、製錬またはめっきなどの金属加工工場の作業環境では多量の有毒な気
体が発生する。また、最近では、地下鉄や道路といった通常の生活環境においても、黄砂
が頻繁に発生するなど、有害なほこりが大きく増加している。
【０００３】
　粉塵、黄砂または有害なほこりなどを吸い込むと、肺などに致命的な疾患をもたらし、
喘息などの原因にもなるため、産業現場などでは、ほこりや有害物質が呼吸器に流入する
ことを防止し、有害環境下で自らの健康を守るために、防塵マスクを着用することになる
。
【０００４】
　最近では、粉塵が発生する作業環境で作業する者の活動に差し支えがないように簡単で
軽く、また、比較的安価な、使い捨て用または数回の繰り返し使用が可能なフィルター紙
による半球型の防塵マスクがよく使用されている。
【０００５】
　これら従来の防塵マスクは、図１に示されるように、口と鼻とを覆うことができる半球
型の曲面体形状の、ろ過機能を持つ不織布からなるマスク本体１と、前記マスク本体１の
外側上部に付着して、鼻の輪郭に沿ってマスク本体１が密着するように外力によって形状
を任意に変形する形状調節材２と、前記マスク本体１の内側上部に付着して、隙間を遮断
するために鼻筋に接触するスポンジ３と、前記マスク本体１の両側に連結されて、頭また
は耳に弾力的に固定される掛けバンド４とから構成される。
【０００６】
　しかし、これら従来の防塵マスクは、一度使用した防塵マスクを洗って再利用する場合
、衛生上の問題が生じ、また、使い捨てとして一度だけしか使用しない場合には、コスト
面の損失が大きいという問題があった。すなわち、従来の防塵マスクは、構造的に長期間
、半永久的に使用することができないため、その経済性に問題があった。
【０００７】
　また、従来の防塵マスクは、ろ過機能を有するマスク本体１が、密度の高い２重３重の
不織布からなるため、構造的に通気抵抗が高く、呼吸しにくく、また、話しにくい。特に
、着用後時間が経つにつれてマスク本体１にろ過されたほこりが蓄積すると、さらに呼吸
しにくくなるという問題があった。
【０００８】
　また、従来の防塵マスクは、構造的にマスク本体１を着用する者の鼻の部分に完全に密
着せず鼻の部分の両側に隙間ができるため、この隙間から粉塵や有害物質が流入し、防塵
効果が落ちるという問題があった。特に、前記従来の防塵マスクでは、空気を選んで息を
吸うことができず、隙間から流入した浄化されていない空気をそのまま吸うことになって
しまう。
【０００９】
　また、従来の防塵マスクは、めがねをかけた状態で作業をする場合、呼吸する際に湿気
がマスク本体１の内側から上に上昇し、マスクとめがねに湿気がこもり、この時に発生し
た湿気によってめがねがくもり、視野が遮られるため作業に不便をもたらすという問題が
あった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１０】
　本発明は、前記従来の問題に鑑みてなされたものであり、使い捨てではなく長期間、半
永久的に使用することができ、着用した状態で楽に呼吸することができるとともに、円滑
に会話をすることができ、鼻の部分だけではなく全体的に隙間が生じないように完全に密
着することにより、この部分で外気に含まれる粉塵や有害物質が流入することを完全に遮
断するとともに、呼吸時にマスクとめがねに湿気がこもることを防止し、全体的に、着け
心地、密着性および防塵効果を向上し、清浄な空気だけを選んで呼吸することができる防
塵マスクを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の防護マスクは、前記目的を果たすためになされたものであり、マスク本体１０
と、マスク本体１０の両端に連結される着用バンド２０とを備える、口と鼻とを覆う半球
型の曲面で形成される防塵マスクであって、前記マスク本体１０の内縁（inner edge）に
配置される密着片１１と、前記マスク本体１０の内側中央部に設けられる排気空間１２を
形成する固定フレーム１３と、前記排気空間１２の両側前面に形成される複数の排気口１
４と、前記固定フレーム１３に嵌め込まれて固定され、複数の放出口３１を有する排気パ
ネル３０と、前記放出口３１の前面に配置され、息を吐く時にのみ開放される複数の遮断
膜４０と、前記マスク本体１０の両側に、前記マスク本体と一体として形成されるフィル
ターカバー５０と、前記フィルターカバー５０に結合される、着脱可能なフィルターケー
ス６０と、前記フィルターケース６０内に順次に組み込まれる、防塵不織布７０、カーボ
ンフィルター８０、抗菌銀ナノフィルター９０および防塵不織布１００とを備えることを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の防塵マスクは、使い捨てではなく長期間、半永久的に使用することができ、着
用した状態で楽に呼吸することができるとともに、円滑に会話をすることができ、鼻の部
分だけではなく全体的に隙間が生じないように完全に密着することにより、外気に含まれ
る粉塵や有害物質が流入することを完全に遮断するとともに、呼吸時にマスクとめがねに
湿気がこもることを防ぐことができ、全体的に、着け心地、密着性および防塵効果を大き
く向上することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、添付図面を参照して、本発明を詳細に説明する。
【００１４】
　本発明の一実施態様における防塵マスクは、図２および図１１ｂに示されるように、口
と鼻とを覆う半球型の曲面で形成されるマスク本体１０と、マスク本体１０の両端に連結
される着用バンド２０とを備えるものであり、前記マスク本体１０の内縁（inner edge）
に配置される密着片１１と、前記マスク本体１０の内側中央部に設けられる排気空間１２
を形成する固定フレーム１３と、前記排気空間１２の両側前面に形成される複数の排気口
１４と、前記固定フレーム１３に嵌め込まれて固定され、複数の放出口３１を有する排気
パネル３０と、前記放出口３１の前面に配置され、息を吐く時にのみ開放される複数の遮
断膜４０と、前記マスク本体１０の両側に、前記マスク本体と一体として形成されるフィ
ルターカバー５０と、前記フィルターカバー５０に結合される、着脱可能なフィルターケ
ース６０と、前記フィルターケース６０内に順次に組み込まれる、防塵不織布７０、カー
ボンフィルター８０、抗菌銀ナノフィルター９０および防塵不織布１００とを備えること
を特徴とする。
【００１５】
　前記マスク本体１０は、口と鼻とを覆うために半球型の曲面で形成され、密着片１１を
備えるように形成される。また、マスク本体１０は、排気空間１２と固定フレーム１３と
を備えるように形成され、前記排気空間１２の両側の前面には複数の排気口１４がそれぞ



(5) JP 2009-247735 A 2009.10.29

10

20

30

40

50

れ形成される。前記マスク本体１０は空気を通さず（air tight）、かつ柔らかい無毒性
材質でできている。着け心地を向上させることができ、マスク本体１０を半分に折り小さ
くすることができ、容易に保管および持ち運ぶことができるという理由から、マスク本体
１０が柔軟なゴム材質でできていることが好ましい。
【００１６】
　前記密着片１１は、マスク本体１０の内縁（inner edge）に備えられ、防塵マスクを着
用するときに、着用する者の顔にしっかりと密着される。これにより、密着片１１が着用
する者の顔に隙間を作らず完全に密着し、密着性と防塵効果を向上することができる。
【００１７】
　前記排気空間１２は、マスク本体１０の内側中央部に設けられ、前記排気空間１２の両
側の前面には息を吐くとき、空気を排出させる複数の排気口１４が形成される。
【００１８】
　前記固定フレーム１３は、マスク本体１０内側中央部に形成され、排気空間１２を設け
る。前記固定フレーム１３には排気パネル３０が着脱可能なように嵌め込まれて固定され
る。
【００１９】
　前記排気口１４は、排気空間１２の両側の前面に形成される。呼吸時には、内部の空気
は、前記排気口１４を通じてマスク本体１０の外部に円滑に排出される。
【００２０】
　前記着用バンド２０は、マスク本体１０の両側に連結され、頭部に弾力的に固定される
。前記着用バンド２０の両端には複数の連結片２１がそれぞれ高周波接着によりしっかり
と取り付けられる。前記防塵マスク１０の両端と前記連結片２１には、お互いを着脱可能
なように連結するスナップボタン２００が備えられる。
【００２１】
　前記着用バンド２０の中央部には、お互いを固定せずに連結する連結環２２と連結部２
３とが備えられる。前記連結部２３には、お互いに着脱可能なように接着し、着用バンド
の長さを調節する長さ調節用マジックテープ２４が備えられる。これにより、図２に示さ
れるように、前記連結部２３を連結環２２に掛け、着用する者に合うように着用バンド２
０の長さを適切に調節した後、マジックテープ２４を接着させると連結部２３はしっかり
と固定される。
【００２２】
　前記排気パネル３０は、固定フレーム１３に嵌め込まれて固定される。前記排気パネル
３０には複数の放出口３１が備えられる。前記排気パネル３０は、空気を通さず、かつ人
体に害がない柔らかい無毒性材質で作られる。図８ａおよび８ｂに示されるように、前記
排気パネル３０を固定フレーム１３に組み込むと、簡単に組み立てることができ、また、
排気パネル３０を持って引っ張ると固定フレーム１３から簡単に分離することができる。
【００２３】
　前記排気パネル３０の中央には、長手方向に折りたたみ線３２が形成され、また、排気
パネル３０前面の周縁には密着突出３３が備えられる。前記折りたたみ線３２は、マスク
本体１０を半分に折るとき、排気パネル３０を容易に折りたためるようにするためのもの
で、前記密着突出３３は、排気パネル３０を固定フレーム１３に動かないようにしっかり
と固定するためのものである。
【００２４】
　前記放出口３１の前面には、図７および図８ａに示されるように、遮断膜４０を組み込
み、複数の切欠き部を有する円状突出３１ａが形成される。前記放出口３１と遮断膜４０
の中央部には、お互いを接合する挿入口３１ｂおよび固定ピン４１が備えられる。前記放
出口３１には、複数の通気口３１ｄと、前記複数の通気口３１ｄを区画する複数の支持板
３１ｃとが形成される。前記通気口３１ｄと円状突出３１ａの間には、遮断膜４０の縁が
接触する接触部３１ｅが備えられる。
【００２５】
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　前記遮断膜４０は、放出口３１の前面にそれぞれ配置され、息を吐く時にのみ開放され
る。前記遮断膜４０は、人体に害がなく、かつ柔らかい無毒性材質で作られる。遮断膜４
０には、放出口３１の挿入口３１ｂに挿入し固定される固定ピン４１が形成される。これ
により、防塵マスクを着用した状態で息を吸うと、空気の吸入力によって遮断膜４０は、
図９ａに示されるように、放出口３１の接触部３１ｅにしっかり密着し、放出口３１の通
気口３１ｄを閉鎖し、結果的に、吸気時には遮断膜４０により放出口３１は閉鎖される。
また、防塵マスクを着用した状態で息を吐き出すと、放出口３１の通気口３１ｄに空気が
排出され、放出口３１の通気口３１ｄを通じて排出される空気の圧力が遮断膜４０に加え
られ、遮断膜４０の縁が、図９ｂに示されるように、接触部３１ｅから離れる。結果的に
、空気が、排気時には放出口３１の通気口３１ｄとマスク本体１０の排気口１４を通じ、
外部に円滑に排出するように遮断膜４０は開放される。
【００２６】
　前記フィルターカバー５０は、マスク本体１０の両側に前記マスク本体と一体としてそ
れぞれ備えられる。前記フィルターカバー５０は、呼吸時に外気を円滑に流入できるよう
に多孔を有する網目状に形成される。また、前記フィルターカバー５０には、図１０に示
されるように、適正間隔を置いて複数の組み立て溝５１が形成される。
【００２７】
　前記フィルターケース６０は、フィルターカバー５０に着脱可能なように結合され、前
記フィルターケース６０は、呼吸時に外気を円滑に流入できるように多孔を有する網目状
に形成される。また、前記フィルターケース６０には、図１０に示されるように、フィル
ターカバー５０の組み立て溝５１に組み立てられた複数の組み立て突起６１が形成される
。前記フィルターケース６０の一方には、把持部６２が形成される。これにより、前記把
持部６２を持ち、組み立て突起６１を組み立て溝５１にそれぞれ合わせて嵌め込むと、フ
ィルターケース６０をフィルターカバー５０に簡単に組み立てることができる。また、把
持部６２を持って反対に引っ張ると、フィルターカバー５０からフィルターケース６０を
簡単に分離することができる。
【００２８】
　前記防塵不織布７０は、フィルターケース６０内に、交換が可能なように備えられる。
前記防塵不織布７０はフィルターカバー５０を通じ内部に流入する空気の中に含まれる粉
塵や有害物質などを一次的に分けるろ過機能を担う。
【００２９】
　前記カーボンフィルター８０は、フィルターケース６０内に、交換が可能なように備え
られる。前記カーボンフィルター８０は、フィルターカバー５０を通じ内部に流入する空
気中に含まれる粉塵や有害物質などを二次的に分けるろ過機能を担う。また、カーボンフ
ィルター８０は、遠赤外線と陰イオンを放出し、抗菌および脱臭作用を担う。なお、カー
ボンはすでに立証されているように、遠赤外線を放射し、血行の促進および生体加温機能
を担うもので、前記カーボンから発生する遠赤外線は、生体に対して抗菌作用（antibiot
ic）、温熱作用（heating）、中和作用（neutralizing）、循環作用（circulating）およ
び熟成作用（fermentation）などの優れた特性を有している。したがって、カーボンは、
遠赤外線および陰イオンを放出することにより、内臓の働きを円滑にし、血行の流れを円
滑にし、高血圧、糖尿病、循環器障害、心臓病などに良く、健康維持の大きな助けとなる
。
【００３０】
　前記抗菌銀ナノフィルター９０は、フィルターケース６０内に、交換が可能なように備
えられる。前記抗菌銀ナノフィルター９０は、フィルターカバー５０を通じ内部に流入す
る空気中に含まれる粉塵や有害物質などを三次的に分けるろ過機能を担う。また、抗菌銀
ナノフィルター９０は抗菌作用を有し、細菌やかび類を殺菌し、悪臭を取り除く。なお、
銀（Ａｇ）は抗菌および殺菌効果に優れており、また、その効果は半永久的に持続する。
したがって、前記フィルターケース６０内に抗菌銀ナノフィルター９０を備えると、前記
抗菌および殺菌効果により、細菌やかび類などが繁殖することを未然に防ぐことができる
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【００３１】
　前記防塵不織布１００は、フィルターケース６０内に、交換が可能なように備えられる
。前記防塵不織布１００はフィルターカバー５０を通じ内部に流入する空気中に含まれる
粉塵や有害物質などを四次的に分けるろ過機能を担う。
【００３２】
　上述のとおり、本発明によると、防塵マスクを着用した状態で鼻から息を吸うと、フィ
ルターカバー５０、防塵不織布７０、カーボンフィルター８０、抗菌銀ナノフィルター９
０、防塵不織布１００およびフィルターケース６０を経て、浄化された空気が円滑に鼻に
流入する。鼻から息を吐き出すと、通気口３１ｄおよび排気口１４を経て、外部に空気が
円滑に排出される。また、口から息を吸うと、フィルターカバー５０、防塵不織布７０、
カーボンフィルター８０、抗菌銀ナノフィルター９０、防塵不織布１００およびフィルタ
ーケース６０を経て、浄化された空気が円滑に口に流入する。口から息を吐き出すと、通
気口３１ｄおよび排気口１４を経て外部に空気が円滑に排出される。
【００３３】
　よって、本発明によると、呼吸するときに、フィルターカバー５０、防塵不織布７０、
カーボンフィルター８０、抗菌銀ナノフィルター９０、防塵不織布１００、フィルターケ
ース６０と通気口３１ｄおよび排気口１４を通じて空気が円滑に流入、排出される。また
、構造的に着け心地が良い。また、排気パネル３０が口から離れていること、および息を
吐き出すときに遮断膜４０が開放されることから、通気抵抗が低く、楽に呼吸をすること
ができ、円滑に会話をすることができる。また、着用する者の顔が密着片１１に隙間なく
完全に密着するため、密着性および防塵効果が大きく向上し、この部位で粉塵や有害物質
が流入することを完全に遮断することができる。さらに、呼吸時に、空気が円滑に流入、
排出されるため、マスク本体１０とめがねに湿気がこもることを未然に防ぐことができる
。
【００３４】
　また、本発明によると、フィルターケース６０内に順次に組み込まれる防塵不織布７０
、カーボンフィルター８０、抗菌銀ナノフィルター９０および防塵不織布１００を容易に
交換することができるため、防塵マスクを長期間、半永久的に使用することができる。ま
た、本発明の防塵マスクは、従来の使い捨て防塵マスクに比べ、使用者の顔に受ける圧迫
力は大きく減少されるにもかかわらず、密着力は大きく増大されるため、楽な着け心地を
維持しながらも、防塵効果が非常に優れている。
【００３５】
　さらに、本発明によると、カーボンフィルター８０により、遠赤外線効果、陰イオン効
果、抗菌効果および脱臭効果を得ることができ、また、抗菌銀ナノフィルター９０の抗菌
作用により細菌やかび類を殺菌し、悪臭をとり除くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】従来の防塵マスクの一実施態様における概観図である。
【図２】本発明の防塵マスクの一実施態様における概観図である。
【図３】本発明の防塵マスクの一実施態様における正面図である。
【図４】本発明の防塵マスクの一実施態様における背面図である。
【図５】本発明の防塵マスクの一実施態様における分解斜視図である。
【図６】本発明の防塵マスクの一実施態様における平断面図である。
【図７】本発明の防塵マスクの排気パネルと遮断膜の一実施態様における構成を表した斜
視図である。
【図８ａ】本発明の防塵マスクの排気パネルと遮断膜の一実施態様における分離状態を表
した断面図である。
【図８ｂ】本発明の防塵マスクの排気パネルと遮断膜の一実施態様における接合状態を表
した断面図である。
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【図９ａ】本発明の防塵マスクの遮断膜の一実施態様における第１の作用を表した断面図
である。
【図９ｂ】本発明の防塵マスクの遮断膜の一実施態様における第２の作用を表した断面図
である。
【図１０】本発明の防塵マスクのフィルターカバーとフィルターケースの一実施態様にお
ける構造を表した説明図である。
【図１１ａ】本発明の防塵マスクのフィルターカバーとフィルターケースの一実施態様に
おける分離状態を表した断面図である。
【図１１ｂ】本発明の防塵マスクのフィルターカバーとフィルターケースの一実施態様に
おける結合状態を表した断面図である。
【符号の説明】
【００３７】
１０　マスク本体
１１　密着片
１２　排気空間
１３　固定フレーム
１４　排気口
２０　着用バンド
２１　連結片
２２　連結環
２３　連結部
２４　長さ調節用マジックテープ
３０　排気パネル
３１　放出口
３１ａ　円状突出
３１ｂ　挿入口
３１ｃ　支持弁
３１ｄ　通気口
３１ｅ　接触部
４０　遮断膜
５０　フィルターカバー
５１　組み立て溝
６０　フィルターケース
６１　組み立て突起
６２　把持部
７０　防塵不織布
８０　カーボンフィルター
９０　抗菌銀ナノフィルター
１００　防塵不織布
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